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第 1 章では， ECRプラズマに関する従来の研究を整理し，問題点と本研究の必要性及び研究方針を
述べている。




第 3 章では，最大パワー200kw，最大パルス巾100ms の60GHz大出力ジャイロトロンプラズマ装置を
開発し，ミリ波伝送系及びECRプラズマの生成特性を明らかにしている。
第 4 章では，まず大出力ミリ波を用いることにより，完全電離の高温高密度のミラープラズマを得る
ことができることを示している。
次に，ミリ波の入射方向，ミラー比の差などプラズマ加熱に影響を及ぼすパラメーターを抽出し，定
量的な検討を行っている。またプラズマ点火には基本共鳴領域の存在が不可欠であることを指摘してい
る。
第 5 章は以上の結果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，大出力ミリ波を用いたECRプラズマ生成装置を作成し，その生成プラズ、マの特徴的性質
を明らかにしたものである。得られた主要な成果を要約すれば次の如くである。
(1) 高温高密度プラズマの生成には，電子サイクロトロン基本共鳴領域の存在が不可欠であり，加熱に
は主として高調波領域が寄与することを明らかにしている。
(2) ミリ波の入射方向，ミラー比など，効果的なプラズ、マ加熱のための主要パラメータを明らかにして
いる。
(3) 開発した大出力ミリ波プラズマ装置により完全電離の高温高密度のECRプラズマの得られること
を実証している。
(4) プラズマからの0.1---1 KeVの軟X線輯射(プラズマ放射光)を，比例計数管を用いて測定し，プ
ラズマの微細構造を詳細に解明している O
以上のように，本論文では大出力ミリ波を用いた完全電離のECRプラズマを生成し，その特徴につ
いて新しい数多くの知見を得ており，プラズ、マ工学及び、溶接工学上貢献する所が大きい。よって本論文
は，博士論文として価値あるものと認める。
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